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１．目的  

 河川を維持管理する上で，河道内に繁茂する植生

群落は，多様な生態系の構築や堤防・護岸の保護に役

立つなど，必要不可欠な存在である．しかしその一方

で，植生が過剰に繁茂した場合の流下能力低下が問

題となっており，洪水時に氾濫の危険性を高めるこ

とが知られている 1)．特に，中小河川においては植生

が河道内に占める割合が大きく，植生の適切な管理

が求められている．加えて，植生の過剰繁茂は土砂堆

積とも関係があり，洪水時に植生群落の周辺で土砂

堆積が生じ，それに続く平水時に新たな堆積域で植

生の侵入・繁茂が進行するという悪循環が生じてし

まう 2)．河川の水深・流速といった水理的な因子がこ

れらの土砂堆積や植生繁茂に強い影響を与えている

ことは明白であるが，水深・流速等は実河川において

連続的に変化しており，これらを制御して最適な状

況に保つことは容易ではない．そこで，過剰繁茂を制

御する因子として植生に対する日射量に着目し，研

究を実施した．河川に繁茂する植生の代表例である

ヨシ(Phragmites australis)を対象植生，またヨシの繁

茂が多く見られる宇部市の須賀河内川を対象河川と

して選定した．まず，人為的な日射遮蔽を行うことよ

ってヨシの繁茂を制御できるかを示す．また対象河

川において，日射量とヨシの被覆との間にある関係

を現地調査と GIS 解析を用いて推定する．これらを

実施することによって，日射遮蔽による植生の過剰

繁茂制御の可能性を検討することを目的とした． 

 

２．研究方法  

２．１ 日射遮蔽実験 

 遮光率約 22％，60％，85％の異なる 3 種類の寒冷

紗を用いて，対象河川に河道を覆うテント形状に設

置した(図-1)．各遮光区間は 4m に設定し，合計

12m の河道に対して遮蔽を行った．また，上流側の

4m の区間は遮蔽を実施しない区間として設定し

た．そして，50cm 四方の範囲を各区間で設定し，4

月 25 日から 7 月 9 日までの間に計 5 回，範囲内の

ヨシの本数，総丈，茎径を測定した．さらに，8 月

10 日に各区間におけるヨシをサンプリングし，強度

計を用いてせん断時の強度測定を行った．

 

図-1 現地での遮蔽実験の様子 

２．２ ヨシ被覆と日射量解析 

対象河川を低水路幅に対するヨシが繁茂している割

合（以下，ヨシ被覆率とする）に応じて 40 区間に分

割した．そして，ArcGIS Spatial Analyst の日射量解析

を用いて対象河川周辺の地形による日射遮蔽を解析

した．また，分割した各区間において，樹木等により

空が覆われている割合（以下，天空被覆率とする）を

spherical crown densiometer を用いて測定した．そし

て，これらの解析と測定によって得られた値を用い，

ヨシ被覆率を目的変数として重回帰分析を実施した． 

 

３．研究結果  

３．１ 日射遮蔽実験 

 図-2 に，各区間におけるヨシの総丈の成長推移を

示す．高い遮光率の区間では，ヨシの生育が悪化して

おり，日射遮蔽がヨシの生育に影響を与えているこ

とがわかる．図-3 に，各区間における茎径別のせん 
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断強度測定の結果を示す．全ての茎径区分において 

遮光率が高い区間ほど強度が低下する傾向にあり，

日射遮蔽はヨシの強度についても影響を与えている

ことがわかった．さらに， 6 月上旬の豪雨による洪

水で，遮光率 85%の区間のヨシが全て倒伏していた．

これらの結果によって，日射遮蔽を行うことで植生

の過剰繁茂を制御できる可能性があると示された． 

 

図-2 ヨシの総丈の成長推移 

 

図-3 茎径ごとのせん断強度 

３．２ ヨシ被覆と日射量解析 

 重回帰分析の結果より，日射量解析を行った地形

範囲内の直達日射量の最大値で各値を除した値であ

る直達日射量割合と，天空被覆率の値が植生繁茂に

大きな影響を与えていることが示された．表-1 に，

各区間のヨシ被覆率と，天空被覆率，直達日射量割合

をそれぞれ示す．ヨシ被覆率が 0%の区間では天空被

覆率が 80.0%以上の高い値，あるいは直達日射量割

合が 0.850 以下の低い値であることが示されており，

対象河川において日射量の有無とヨシ繁茂との間に

関係があると分かった．式-(1)，式-(2)は重回帰分析に

よって得られた線形回帰式をそれぞれ示している．

また，それぞれの式の決定係数は，0.646，0.730 であ

る． 

表-1 現地調査と日射量解析の結果 

 

(ヨシ被覆率) = 0.639 - 0.8 × (天空被覆率)  …(1) 

(ヨシ被覆率) = - 0.255 - 0.7 × (天空被覆率)  

+ 0.961×(直達日射量割合) …(2) 

 

４．結論  

⚫ 日射遮蔽を行うことによって，ヨシの生育は抑

制され，茎の強度を低下させることが示された．

また，対象河川において 85%以上の遮光を行う

とヨシの倒伏が生じた． 

⚫ 対象河川において，日射量が微小な場所ではヨ

シの繁茂が生じていなかった．また，重回帰分析

の結果，天空被覆率と直達日射量割合が植生の

繁茂を制御する上で重要な説明変数であると示

された． 

今後，水深や流速といった水理パラメータが及ぼす

影響との軽重についても調査する必要がある． 
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